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令和� 年度沖縄文化芸術を支える環境形成推進事業　

支援事業一覧（団体）

1
文化芸術活動の継続・強化に向けた運営上の課題解決を
図る取り組み

区分

① 沖縄出版文化の県外及びアジアでの交流・連携ネットワークの構築事業
    沖縄出版協会

② 沖縄の海人文化の保存・継承活動を核にしたまちづくり事業を
     持続的に発展させるための組織強化事業
     特定非営利活動法人 ハマスーキ

③ シティブディ復活に向けた、与那国島の祭事と芸能を受け継ぐ
   「場」づくり事業
     一般社団法人 与那国フォーラム

④ 八重山における文化芸術のオンライン活用事例を模索する実証実験
    プログラム
    やいまぬむじか実行委員会

⑤ 沖縄芝居における基礎訓練法の確立および、大道具制作と若年層向け
     解説書への取り組み　ー沖縄芝居研究会創立十周年に際してー
     沖縄芝居研究会

① 幼児向け演劇プログラムの開発
　 一般社団法人 おきなわ芸術文化の箱

② 復帰50年写真展へ向けた戦後沖縄写真史の再構築事業
　 まぶいぐみ実行委員会

③ サブスク時代における沖縄発の音楽プラットフォーム構築事業
　 株式会社 クランク

④ 沖縄映画に、音声ガイド・字幕を付け、
    沖縄発映画の新たな鑑賞方法創出事業
　 株式会社 918

⑤「おきなわの未来の三線文化」創造拠点創出事業
　 沖縄県三線製作事業協同組合

⑥ やんばるんるん♪コンサートプロジェクト
　 特定非営利活動法人 琉球交響楽団

① 沖縄戦・ひめゆり学徒隊の歴史を海外に伝える展示プロジェクト
　 公益財団法人 沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団立ひめゆり
　 平和祈念資料館付属ひめゆり平和研究所

② アーティストと開発する社会教育プログラム
　 特定非営利活動法人 地域サポートわかさ

文化芸術の享受者の拡大に資する魅力的な創造発信を
行う取り組み

区分

文化芸術資源を活用して地域の諸課題の解決を
促進する取り組み
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プログラムオフィサーより

Web

サブスク時代における沖縄発の
音楽プラットフォーム構築事業

株式会社 クランク | 那覇市

Lecture Vol.�「アーティストが、国境を越えるべき理由」

Lecture Vol.�「音楽出版社といかに付き合うか。今、インディーズアーティストが知るべき最新事情」

情熱的な野田さんと、しっかり者の中本さんとの二人の担当コンビ。ゆっくりではあるけれど、
レクチャーの参加状況からも開催する度に関わるアーティスが増えていくのが嬉しかったり、
それでも登録アーティストが伸びない状況で悩んだり。予測どおりには行かないところも多
かったのですが、結果的に軌道修正しながらもご自身で描いた目標を達成することができた
のではないでしょうか。名コンビのお二人の今後の活動も期待しています。（担当：島袋）

令和３年度沖縄文化芸術を支える環境形成推進事業

➀ 「Music Lane Okinawa」ウェブ・プラットフォーム開発・運営
　・県内外の音楽シーンの情報発信
　・アーティスト自らカスタマイズできるユーザーページの設計・構築

➁ 「Music Lane Open Lecture」の開催
　・「音楽出版社といかに付き合うか。今、インディーズアーティストが知るべき最新事情」
　　講師：齋藤妙子（Downtown Music Japan代表取締役）

　・「海外のファンベースを獲得するインターネット広告基礎講座」
　　講師：金野和磨（Gerbera Music Agency合同会社代表）

　・「アーティストが、国境を越えるべき理由」
　　講師：秋山信樹（DYGL（デイグロウ） ヴォーカル・ギター）

　・「デジタル配信の時代、日本で最も可能性のある沖縄から発信する意義」
　　講師：山口哲一（StudioENTRE代表取締役、株式会社バグコーポレーション代表取締役）

　・「SNS全盛の今、必要不可欠なPRマインドについて考える」
　　講師：田中デイビーズ智子（フリーランスPRエージェント、エンタメサイトOnigiri Media運営）
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文化芸術の享受者の拡大に資する魅力的な創造発信を行う取り組み2

「Music Lane Okinawa」、
登録アーティストは2年で約70件

株式会社クランクは過去数年にわたり、アジアを
中心に活動する音楽プロデューサーたちを招き、
音楽の流通や世界の音楽イベントの取り組みな
どについて議論する「トランス・アジア・ミュー
ジック・ミーティング（TAMM）」を沖縄で開催して
きた。TAMMの役割は、「海外の音楽シーンを県内
のミュージシャンに理解してもらうこと」と、「自ら
海外のプロデューサーに売り込みができる機会を
つくる」ということ。このような取り組みはリアルの
現場で行われたものであったが、サブスク時代を
後押しするようにコロナ禍があり、取り組みをウェ
ブに移行していこうという動きのひとつが昨年の

ウェブ・プラットフォーム「 M u s i c  L a n e  
Okinawa」の開設であった。インディーズアーティ
スト自らがサイト内でページを作りプロモーショ
ンを行えることが特徴である。昨年のアーティス
ト登録実績は40件程。今年はプラス30件の登録
を目標としたが、登録数は伸び悩んでおり、打開
策を模索中。データベースとして、新たな方向性
での活路を見出すべく調整を行っている。

海外の音楽シーンやPRのノウハウを解説

海外の音楽シーンの情報や響くプロモーション
の仕方のコツを伝える「Music Lane Open 
Lecture」。インディーズアーティスト自らがDIYに
よるプロモーションを行えるよう、土台をつくる

サポートとしての位置づけである。開催を追うご
とに、ゆっくりと参加者が増えていくことからも、
サブスクリプションサービスの発展などにより、
県内でもDIYのプロモーションに力を入れようと
するアーティストは少なくないことがわかる。受け
身からの体制が変わる今、今年のレクチャーは、
音楽出版社による著作権の管理の仕方・原盤権
との違いや、海外のファンベースを獲得するため
の戦略、海外でライブ活動をするインディーズ
アーティストが体験的に身につけた海外展開の
ノウハウなど、実践に活かせるよう意識した内容
で開催した。参加者からは次回開催に期待した
アンケートの回答も多い。沖縄のインディーズ
アーティストの積極的な活躍を目標に、クランク
の奮闘はこれからも続く。












